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In the period from May 2006 to December 2008, a series of beam trawl surveys was carried out 

during the daytime to obtain the quantitative and qualitative information of demersal fishes from 

the continental shelf margin to the upper continental slope, southwest of Nagasaki Prefecture 

between depths of 155m and 608m. A total of 2713 individuals of 4 subspecies and 127 species 

belonging to 60 families were collected from 60 hauls performed. The dominant fish species in terms 

of abundance were squalid sharks (bíãçéíÉêìë=Äê~ÅÜóìêìë), congrid fishes (^ÅêçãóÅíÉê=åÉòìãáI=`çåÖêáëÅìë=

ãÉÖ~ëíçãìë), neoscopelid fishes (kÉçëÅçéÉäìë=ã~ÅêçäÉéáÇçíìë, kÉçëÅçéÉäìë=ãáÅêçÅÜáê) and macrourid fishes 

(`~ÉäçêáåÅÜìë=~å~íáêçëíêáë, `çêóéÜ~ÉåçáÇÉë=ã~êÖáå~íìë, sÉåíêáÑçëë~=Ö~êã~åá). 

Four bathymetric faunal zones of demersal fishes collected with a beam trawl could be recognized 

based on both group－averaged clustering and non－metric multidimensional scaling, i.e. 1) the 

continental shelf margin zone (shallower than ca. 200 m), 2) the upper slope zone of the upper 

continental slope (ca. 300 m), 3) the middle slope zone of the upper continental slope (ca. 400 m－500 m), 

4) the lower slope zone of the upper continental slope (deeper than ca. 600 m). 
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緒 言 

 

東シナ海の大陸棚上は長年，以西底曳網漁業の好漁場とし

て利用されてきたが，乱獲によって資源量が極端に減少した

こと，また，排他的経済水域の規定を設けた国連海洋法条約

が採択された事に伴い，1977 年以降，以西底曳網漁業に替わ

る水産資源の探索を目的の一つとした調査が，日本水産資源

保護協会，西海区水産研究所，長崎県総合水産試験場などに

より，東シナ海において実施されてきた 1－4）。これら調査の一

環として東シナ海の上部大陸斜面域についても調査が実施さ

れているが，殆どが東経 128 度以西である。また，北緯 30

度以南の水深 1000ｍを超す沖縄舟状海盆底においても調査

が行われ深海性魚類が報告されているが 4－5），北緯 30 度以北，

東経 128 度以東の長崎南西方の大陸斜面域における底生魚類

に関する生物学的基礎情報は極めて少ない。また，多くの調

査で精度の高い定量調査には適さないオッタートロールや延

縄により深海性魚類が採集されており，分布密度や生物量な

ど定量的なデータを用いた群集構造に関する報告は見あたら

ない。 

そこで，北緯 30 度以北，東経 128 度以東の長崎南西方海域

において，準定量調査が可能なビームトロール調査を繰り返

すことにより，深海底生魚類リストを作成し，それらの定量

的データを加え，当該海域に生息する底生魚類の群集構造を

明らかにすることを目的として本研究を実施した。 

 

材料と方法 

 

調査海域は，1000ｍを超す沖縄舟状海盆中軸部が鹿児島県

奄美大島北西約 170 ㎞辺りからやや北方に向きを変え，長崎

県五島列島と長崎半島の間に向かって次第に浅くなる，北緯

30 度以北の沖縄舟状海盆西側および北端部の大陸棚縁辺部

から上部大陸斜面域である（Fig. 1.）。 

本研究では，練習船「長崎丸」によるビームトロール調査

で採集された深海底生魚類を用いた。採集に使用したビーム

トロールは，間口 3m，高さ 1m の ORE型であり，袋網には

8×8・120径のもじ網（網目約 4mm）を使用した。曳網速度
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は 1.0～1.7m/sec.とし，採集されるサンプルの痛みを抑える

ために一回の曳網時間はビームトロールの着底から 30 分と

した。ビームトロールの着底と離底は，ビームトロール枠の

上部前端に取り付けた網深度計（SCANMAR社HC4－D型）

及び網高さ計（SCANMAR 社MC6－TS150 型）により，ブ

リッジのモニターで確認できるようにした。しかし，ビーム

トロールの正確な着底地点や離底地点の測定は困難なため，

ビームトロールの着底時と離底時の船位をディファレンシャ

ル GPS（測地系 WGS84）で求め，それぞれをビームトロー

ルの着底地点と離底地点とし，着底地点と離底地点間の直線

距離とビームトロールの間口サイズから曳網面積を算出して

底生魚類の個体群密度を求めた。尚，深海底生魚類は昼夜で

群集組成が変化することが示唆されているため 6），昼間に採

集したサンプルのみを使用することとした。そして，底生魚

類の生息環境の物理・化学的要因を確認するため，曳網直後

に，Seabird社 9プラスによる CTD観測を実施した。また，

適宜，魚群探知機（Kaijyou社 KFC－300型）による海底地

形の確認を行った。 

採集した底生魚類は船上において 10％中性海水フォルマ

リンで固定もしくは冷凍保存し研究室に持ち帰り，種の同定

および各種サイズ計測を実施した。 

深 海 底 生 魚 類 の 検 索 に は ， FAUNA JAPONICA 

“MACROURINA”7），九州－パラオ海嶺ならびに土佐湾の

魚類 8)，沖縄舟状海盆および周辺海域の魚類Ⅰ2），沖縄舟状海

盆および周辺海域の魚類Ⅱ3），日本産魚類検索－全種の同定－

第 2版 9）および東シナ海・黄海の魚類誌 10）を使用した。また，

深海底生魚類の分類体系および学名・記載者名などは，日本

産魚類検索－全種の同定－第 2版 9）に倣った。 

深海底生魚類の群集構造を把握するため，各調査地点で採

集された魚種組成と平均個体群密度（個体数/1000㎡）から，

各調査地点間の構造的類似性を検討した。データ解析には生

物群集構造の解析ソフトである PRIMER ソフトウェア 11)を

用い，データの正規性を確保するため底生魚類の平均個体群

密度値の 4乗根を求めた後，Bray－Curtis 類似度指数を用い

て各調査地点間の類似度を計算し，群平均法によりデンドロ

グラムを作成した。また，Bray－Curtis 類似度指数を用いて

計算された各地点間の類似度を用いて，多次元尺度法による

座標付けを併せて実施した。群集間の有意差の検定には，

SIMPROF の検定を行った。群集解析については，Madurell 

Éí= ~ä., 2004 12)に倣い，調査を通じて 1個体のみ採集されてい

る魚種および一般に中・深層に生息するとされるノコバホウ

ネンエソ mçäóáéåìë=ëéáåáÑÉê，トカゲハダカ ^ëíêçåÉëíÜÉë=áàáã~á，

ハダカイワシ科魚類 Myctophidae gen. spp.，サイウオ科魚

類 Bregmacerotidae gen. sp(p). は，群集構造解析のデータ

から除外した。 

 

結果と考察 

 

ビームトロール調査は，2006 年 5月から 2008 年 12月にか

けて長崎大学水産学部附属練習船「長崎丸」により，長崎南

西方の大陸棚縁辺部から上部大陸斜面の水深 155～608ｍの

�から�海域において（Fig. 1.），昼間に 60 回実施した

（Table 1.）。 

 

1.  長崎南西方大陸斜面域における底生魚類の種リストと種

組成 

一連のビームトロール調査により採集された底生魚類は，

60科 131 種 2723個体であった（Table 2.；Table 3－1～60.）。 

 

(1) Ａ海域 

本海域は長崎県野母埼と五島列島福江島とのほぼ中間に位

置する大陸棚縁辺部の緩斜面である。本海域では，水深 200

－202ｍ地点（St. N237A2－1；Ｔable 3－28）において調査を

実施した。海域の底生魚類は，他海域に比べて少なく，11科

11 属 11 種が採集された。カナド（個体群密度： 0.379 個体

/1000 ㎡）やカワラガレイ，タマガンゾウビラメなど異体類

（個体群密度：0.126～0.379 個体/1000 ㎡）がやや多い。底

生魚類は，Ｂ・Ｄ海域の大陸棚縁辺部の種組成に類似してい

る。採集された底生魚類は全てが一般に大陸棚上から報告さ

れている種であり，この地点の水温は 13.07℃，塩分は 34.49

であった。 

 

(2) Ｂ海域 

本海域は長崎県野母埼南西約 50km にあるヒラジ曽根を中

心とする海域で，大陸棚縁辺部の水深 165ｍから上部大陸斜

面中部斜面帯の水深約 600ｍまでの海域である。本海域の 40

地点において調査を実施した。 

①水深 200ｍ以浅の大陸棚縁辺部：165－180ｍ地点（St. 

N237B2－1；Table 3－24）と 169－185ｍ地点（St. N259B2－1；

Table 3－46）において各 1 回ずつ調査が実施され，24 科 31

属 31 種 2亜種の底生魚類が採集された。ここでは，ヒメ（個

Fig. 1.  Location of the survey sites on the continental 

slope, southwest of Nagasaki (�－�). 
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体群密度：1.092～1.414 個体/1000 ㎡），ユメカサゴ（個体

群密度：1.092～1.285 個体/1000 ㎡），ヒメトラギス（個体

群密度：1.404～1.671個体/1000㎡）が多く採集されている。

そして，St. N237B2－1 では，これまで日本国内においてレプ

トセファルス幼生のみが記録されているカワリアナゴ

（Robinsia catherinae）の若魚 8）, 12）（Fig. 2.）が採集されて

いる。これらの地点の，水温は 13.98～14.78℃，塩分は 34.37

～34.55 であった。 

②水深 300ｍを中心とする斜面帯：294－298ｍ地点（St. 

N243B3－1；Table 3－35），286－290m地点（St. N254B3－1；

Table 3－44）および 280－288ｍ地点（St. N254B3－2；Table 3

－45）において調査を実施し，19科 21属 26 種 1亜種の底生

魚類が採集されている。出現頻度 100％のトンガリヒゲとカ

ゴシマニギスの個体群密度は，それぞれ 0.701～1.687（平均

1.240）個体/1000㎡と 0.120.～0.7010（平均 0.403）個体/1000

㎡であった。同じく出現頻度 100％のヤリヒゲとナガオオメ

ハタの個体群密度は 0.120～0.281（平均 0.353）個体/1000㎡

と 0.120～0.104（平均 0.130）個体/1000㎡と低い値を示した。

これらの地点の水温は 10.95～11.49℃，塩分は 33.41～33.44

であった。 

③水深 400ｍを中心とする斜面帯：400－407ｍ地点（St. 

N228B4－1；Table 3－13），414－419ｍ地点（St. N229B4－1；

Table 3－15），377－378ｍ地点（St. N230B4－1；Table 3－19），

407－413ｍ地点（St. N233B4－1；Table 3－21），406－428ｍ地

点（St. N237B4－1；Table 3－22），402－409ｍ地点（St. N243B4

－1；Table 3－29），420－427ｍ地点（St. N251B4－1；Table 3

－41），383－403ｍ地点（St. N254B4－1；Table 3－42），422－

429ｍ地点（St. N259B4－1；Table 3－47），419－420ｍ地点（St. 

N263B4－1；Table 3－54）の 10地点において，各 1回の調査

を実施し，23科 35属 47 種の底生魚類が採集された。この地

点では，サガミソコダラの出現頻度が 100％，個体群密度が

0.141～1.803（平均 0.840）個体/1000 ㎡と高く，次いでネズ

ミヒゲの出現頻度が 80％，個体群密度が 0.141～1.996（平均

0.701）個体/1000㎡と高い値を示している。また，サンゴイ

ワシやソトオリイワシの出現頻度はそれぞれ 50％，30％と低

いが，採集された地点の個体群密度はそれぞれ 0.290～3.992

（平均 1.242）個体/1000㎡，0.372～6.030（平均 3.262）個体

/1000㎡と高い値を示した。さらに，St. N229B4－1 ではヒモ

アナゴが 2.178個体/1000㎡，St. N228B4－1 ではアズマガレ

イが 1.019個体/1000㎡という高い個体群密度を示している。

これらの地点の水温は 8.48～10.08℃，塩分は 34.30～34.37 で

あった。 

④水深 500ｍを中心とする斜面帯：507－512ｍ点（St. 

N211B5－1；Table 3－1），502－514ｍ地点（St. N211B5－2；

Table 3－2），507－515ｍ地点（St. N211B5－3；Table 3－3），

502－508ｍ地点（St. N211B5－4；Table 3－4），482－489ｍ地

点（St. N218B5－1；Table 3－5），487－489ｍ地点（St. N218B5

－2；Table 3－6），487－492ｍ地点（St. N218B5－3；Table 3

－7），469－489地点（St. N218B5－4；Table 3－8），467－473

ｍ地点（St. N226B5－1；Table 3－9），478－482ｍ地点（St. 

N226B5－2；Table 3－10），472－475ｍ点（St. N226B5－3；Table 

3－11），465－475ｍ地点（St. N226B5－4；Table 3－12），476

－478ｍ地点（St. N228B5－1；Table 3－14），474－480ｍ地点

（St. N230B5－1；Table 3－16），484－485ｍ地点（St. N230B5

－2；Table 3－17），480－483ｍ地点（St. N230B5－3；Table 3

－18），475－478ｍ地点（St. N230B5－4；Table 3－20），482

－484地点（St. N237B5－1；Table 3－23），487－494ｍ地点

（St. N243B5－1；Table 3－30），482－489ｍ地点（St. N251B5

－1；Table 3－36），498－503地点（St. N254B5－1；Table 3

－43），485－487ｍ地点（St. N263B5－1；Table 3－51），493

－494ｍ地点（St. N275B5－1；Table 3－60）の 23地点におい

て，各 1回ずつの調査を実施し，23科 36属 49 種 1亜種の底

生魚類が採集された。この地点では，ネズミヒゲ，キシュウ

ヒゲ，ヘリダラ，ネズミダラ，サガミソコダラなどソコダラ

科魚類が圧倒的に多く生息している。ネズミヒゲとホソフジ

クジラの出現頻度は 100％であり，個体群密度もそれぞれ

0.159～1.939（平均 1.125）個体/1000㎡，0.120～0.765（平均

0.389）個体/1000㎡と高い値を示した。また，サガミソコダ

ラも出現頻度 87％，個体群密度 0.138～2.115（平均 0.528）

個体/1000㎡と高い値であった。ヘリダラの出現頻度は 52％

であったが，個体群密度は 0.120～2.429（平均 0.692）個体

/1000 ㎡と高い値であった。これらの地点から東シナ海及び

その周辺海域から採集記録の無いオキナメクラ（jóñáåÉ=

é~ìÅáÇÉåë, Fig. 3.），ズナガソコダラ（`~ÉäçêáåÅÜìë=äçåÖáÅÉéÜ~äìë，

Fig. 4.），マルカワカジカ（j~êìâ~ïáÅÜíÜóë=~ãÄìä~íçê, Fig. 5.）

Fig. 2.  oçÄáåëá~=Å~íÜÉêáå~É Böhlke and Smith 

[カワリアナゴ] 

Fig. 3.  jóñáåÉ=é~ìÅáÇÉåë=Regan [オキナメクラ]=

Fig. 4.  `~ÉäçêáåÅÜìë=äçåÖáÅÉéÜ~äìë=Okamura 

[ズナガソコダラ] 

Fig. 5.  j~êìâ~ïáÅÜíÜóë=~ãÄìä~íçê Sakamoto 

[マルカワカジカ] 
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が採集されている。これらの地点の水温は 6.63～7.98℃，塩

分は 34.35 であった。 

⑤水深 600ｍを中心とする斜面帯：596－608ｍ地点（St. 

N263B6－1；Table 3－52），599－600ｍ地点（St. N275B56－1；

Table 3－59）において調査を実施し，11科 14属 14 種の底生

魚類が採集されている。両地点においてヘリダラ（個体群密

度：3.657～4.341個体/1000㎡）とタナカセキトリイワシ（個

体群密度：0.678～1.062 個体/1000 ㎡）が多量に採集されて

おり，水深 550ｍ以浅では採集されていないイラコアナゴ（個

体群密度：1.062個体/1000㎡）が確認されている。これらの

地点の水温は 6.37～6.50℃，塩分は 34.37 であった。 

 

(3) Ｃ海域 

 本海域は，五島列島南方約 40km にある中笠山堆を中心と

する海域であり，水深 383－511ｍにおいて 4 回の調査を実施

した。 

 ①水深 400ｍを中心とする斜面帯：383－386ｍ地点（St. 

N259C4－1；Table 3－49），383－392ｍ地点（St. N275C4－1；

Table 3－55），431－435ｍ地点（St. N275C4－2；Table 3－58）

の 3地点で調査を実施し，20科 26属 31 種の底生魚類が採集

された。サンゴイワシ，サガミソコダラ，ホソフジクジラが

3地点の共通種であり，それぞれの個体群密度は 1.249～1.389

（平均 1.332）個体/1000㎡，0.384～0.579（平均 0.510）個体

/1000 ㎡，0.113～0.192（平均 0.140）個体/1000 ㎡，であっ

た。これらの地点の水温は 8.54～10.29℃，塩分は 34.38～34.41

であった。 

 ②水深 500ｍを中心とする斜面帯：510－511ｍ地点（St. 

N263C5－1；Table 3－53）で調査を実施し，8科 11属 12 種の

底生魚類が採集された。ホソフジクジラの平均個体群密度の

値が 1.220個体/1000㎡と大きく，B海域の水深 450－550ｍの

範囲の場合と同様ヘリダラを含むソコダラ科魚類がやや多い

傾向が認められる。この地点の水温は 7.48℃，塩分は 34.38

であった。 

 

(4) D 海域 

 本海域は，五島列島福江島南南西方約 100km に位置する男

女海底谷群周辺の大陸棚から上部大陸斜面に続く比較的なだ

らかな斜面域であり，水深 155－534ｍの 13地点において調査

を実施した。 

 ①水深 200ｍ以浅の大陸棚縁辺部：155－157ｍ地点（St. 

N243D2－1；Table 3－31）で調査を実施し，12科，12属，13

種 1 亜種の底生魚類が採集された。ソコカナガシラとワニギ

スの個体群密度が，それぞれ 1.533個体/1000㎡，2.658個体

/1000 ㎡という高い値を示している。これらの地点の水温は

13.59～15.41℃，塩分は 34.51～34.59 であった。 

 ②水深 300ｍを中心とする斜面帯：299－304ｍ地点（St. 

N243D3－1；Table 3－32），342－357ｍ地点（St. N243D3－2；

Table 3－33），302－320ｍ地点（St. N251D3－1；Table 3－37），

238－248ｍ地点（St. N259D3－1；Table 3－48）の４地点で調

査を実施し，25科 26属 30 種の底生魚類が採集された。カゴ

シマニギス，アオメエソ，トンガリヒゲ，ヤリヒゲが共通種

であったが，アオメエソの個体群密度は 0.847～5.533（平均

2.181）個体/1000㎡と高い値を示し，次いで多い種はヤリヒ

ゲの 0.121～1.303（平均 0.529）個体/1000 ㎡であった。St. 

N251D3－1 と St. N259D3－1 ではナガオオメハタが 2.132～

3.569個体/1000㎡という高い値を示していた。これらの地点

の水温は 10.74～11.31℃，塩分は 34.41～34.43 であった。 

 ③水深 400ｍを中心とする斜面帯：352－357ｍ地点（St. 

N237D4－1；Table 3－25），432－470ｍ（St. N237D4－2；Table 

3－26），373－374ｍ地点（St. N251D4－1；Table 3－40），436

－441地点（St. N263D4－1；Table 3－50）の 4地点で調査を

実施し，22科 33属 38 種 1亜種の底生魚類が採集された。こ

れら 4 地点の共通種はヒレタカフジクジラのみであり，個体

群密度は 0.097～1.168（平均 0.446）個体/1000 ㎡であった。

St. N237D4－2 ではヒモアナゴ（出現頻度 50％；個体群密度

1.843個体/1000㎡），オキアナゴ（出現頻度 50％；個体群密

度 2.716個体/1000㎡），イトヒキイタチウオ（出現頻度 25％；

個体群密度 0.937個体/1000㎡），サガミソコダラ（出現頻度

50％；平均個体群密度 1.459個体/1000㎡）が多く，St. N263D4

－1 ではヒモアナゴ（出現頻度 50％；平均個体群密度：2.354

個体/1000㎡），オキアナゴ（出現頻度 50％；平均個体群密度：

1.523個体/1000㎡），サンゴイワシ（出現頻度 25％；平均個

体群密度：4.292個体/1000㎡），ネズミヒゲ（出現頻度 75％；

平均個体群密度：1.662 個体/1000 ㎡），スジダラ（出現頻度

50％；平均個体群密度：2.631 個体/1000 ㎡），サガミソコダ

ラ（出現頻度 50％；平均個体群密度：3.600個体/1000㎡）が

多く採集されている。これらの地点の水温は 8.48～11.60℃，

塩分は 34.38～34.43 であった。 

 ④水深 500ｍを中心とする斜面帯：499－506ｍ地点（St. 

N237D5－1；Table 3－27），462－466ｍ地点（St. N243D5－1；

Table 3－34），524－534ｍ地点（St. N251D5－1；Table 3－38），

441－461ｍ地点（St. N251D5－2；Table 3－39）の 4地点で調

査を実施し，12科 22属 28 種の底生魚類が採集された。4地

点の共通種としては，ヒモアナゴ，オキアナゴ，ヘリダラ，

サガミソコダラが挙げられ，それらの個体群密度は，0.124～

1.107（平均 0.445）個体/1000㎡，0.267～2.583（平均 1.445）

個体/1000㎡，0.123～2.404（平均 0.825）個体/1000㎡，0.298

～0.984（平均 0.514）個体/1000 ㎡と高い値を示している。

また，St. N237D5－1 ではトウジン（出現頻度 50％；個体群

密度 1.368個体/1000㎡），St. N251D5－1 ではサンゴイワシ

（出現頻度 75％；平均個体群密度：7.010個体/1000㎡）が多

く採集されている。これらの地点の水温は 7.24～9.05℃，塩

分は 34.35～34.38 であった。 

 

(5) E 海域 

 本海域は，鹿児島県屋久島西方に位置し，大陸棚が水深

1000ｍを超す沖縄舟状海盆底の西側へと緩やかに落ち込む斜

面域であり，水深 335－433ｍにおいて，2 地点で調査を実施

した。 

 ①水深 300ｍを中心とする斜面帯：335－337ｍ地点（St. 

N275E3－1；Table 3－56）のみで調査を実施し，13 科 15 属

15 種 1亜種の底生魚類が採集された。この水深ではカゴシマ
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ニギス（個体群密度：0.802個体/1000㎡）とサガミソコダラ

（個体群密度：1.031個体/1000㎡）が比較的多く採集されて

いる。この地点の水温は 10.15℃，塩分は 34.32 であった。 

 ②水深 400ｍを中心とする斜面帯：431－433ｍ地点（St. 

N275E4－1；Table 3－57）のみで調査を実施し，6 科 8 属 8

種が採集された。この地点の魚種は少ないが，ヒモアナゴ（個

体群密度：3.359個体/1000㎡）が多量に採集され，オキアナ

ゴやワニギスの個体群密度も，それぞれ 0.672個体/1000㎡，

0.940 個体/1000 ㎡と高い値を示した。この地点の水温は

8.62℃，塩分は 34.38 であった。 

 

2.  長崎南西方大陸斜面域における底生魚類群集構造 

当該海域の底生魚類の群集構造を把握するため，今回の調

査で複数個体以上採集された底生魚類（90 種）の各調査地点

における種組成と個体群密度（Table 3－1～60）を元に調査地

点間の類似度を求め，群平均法で作成したデンドログラムを

Fig. 6.に示す。また，調査地点間の類似度をもとに多次元尺

度構成法分析を行い作成した散布図を Fig. 7.に示す。多次元

尺度構成法分析におけるストレス値は 0.15 であった。 

デンドログラムおよび散布図に示すように，東シナ海北東

部大陸斜面域の深海底生魚類群集は水深帯によって特徴付け

られており，類似度 9％で水深約 200ｍから約 300ｍのグルー

プと水深約 400ｍから水深約 600ｍ以深のグループに大別さ

れた。そして，前者は類似度 11.7％で水深約 200ｍを中心と

した大陸棚縁辺部（Ⅰグループ）と水深約 300ｍを中心とし

た上部大陸斜面上部斜面帯（Ⅱグループ）に分けることがで

き，後者は類似度 15％で水深約 400～500ｍを中心とした上部

大陸斜面中部域（Ⅲグループ）と水深約 600ｍ以深の沖縄舟

状海盆底周辺海域（Ⅳグループ）に区分できることを示して

いる。SIMPROF検定の結果は，Ⅱグループは類似度 28.7％

で，Ⅲグループは類似度 23.4％で，更に区分されることを示

している。しかし，深海底生魚類の群集組成は，昼夜により 6）13），

Fig. 7.  Non－metric multidimensional scalling for 60 stations deep－sea demersal fish assemblages from the 

continental slope to the upper continental slope, southwest of Nagasaki.  The four groups of stations 

separated at 17% similarity thrshold (dotted lines) are indicated. 

Fig. 6.  Dendrogram showing similarities of the demersal fish assemblages from the continental shelf margin to 

the upper continental slope, southwest of Nagasaki. The similarity values among the 60 stations were 

calculated based on the species compositions and the mean densities (No./1000 m2) for each of 90 species 

of the demersal fishes. Transform: Fourth root. Resemblance: S17 Bray Curtis similarity. 
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季節により 14），海水の流れ，水温などの物理・化学的要因や

底質の違いにより 15－16）影響を受けることなどが示唆されてい

る。また，使用したビームトロールのサンプリング効率や採

集された底生魚類の個体数や種数が必ずしも十分ではないこ

となどを考慮し，長崎南西方大陸斜面域の底生魚類の群集構

造は，下記Ⅰ～Ⅳの４グループに大別することが妥当であろ

うと思われる。 

 

Ⅰグループ：水深 200ｍを中心とした大陸棚縁辺部の底生魚

類群集 

 Ａ・Ｂ・Ｄ海域の大陸棚縁辺部の底生魚類は，11.7％以上

の類似度を持つ群集としてクラスター化されている。Ｂ海域

の St. N273B2－1，St.N259B2－1 では，魚群探知機の記録か

ら，高度差約 15m の急斜面が認められたこと，また，多くの

ウミユリ類が多量に採集されたことなどから，海底には凹凸

のある砂泥底上に露頭もしくは巨礫が露出しているものと思

われるのに対し，Ａ・Ｄ海域の St. N237A2－1，St. N243D2

－1 の海底は比較的平坦な砂泥底であろうと推察される。底質

は異なるようであるが，魚類組成は類似している。この水深

帯の全調査地点に共通する底生魚類はカナドのみであり，個

体群密度は高い値ではない。しかし，出現頻度は低いが，ヒ

メ，キダイ，ヒメトラギスの個体群密度は高めである。 

 

Ⅱグループ：水深約 300ｍを中心とした斜面帯の底生魚類群

集 

 Ｂ・Ｃ・Ｄ海域の上部大陸斜面域上部斜面帯の底生魚類組

成は，11.7％以上の類似度を持つ一つの群集としてクラスタ

ー化されている。この海域は砂泥に覆われた緩斜面であり，

ネズミヒゲ，トンガリヒゲ，ヘリダラ，サガミソコダラなど

ソコダラ科魚類の出現頻度が高く，次いでキホウボウなどキ

ホウボウ科魚類，アズマガレイなど異体類，ヒレタカフジク

ジラなどカラスザメ科魚類の出現頻度が高い。アオメエソ，

カゴシマニギスは，出現頻度も個体群密度も高い。 

 

Ⅲグループ： 水深約 400ｍから 500ｍを中心とした斜面帯の

底生魚類群集 

Ｂ・Ｃ・Ｄ海域の上部大陸斜面中部斜面帯の底生魚類組成

は，15％以上の類似度を持つ一つの群集としてクラスター化

されている。Ｂ海域の海底はＣ・Ｄ海域に比べ少し急な斜面

である。水深約 400ｍ地点周辺ではナマコ類が多量に採集さ

れており，軟泥が覆っている場所が広がっているようである。

しかし，他の調査地点では，貝殻片などが多く採集されてお

り，海底は砂泥に覆われている場所が多いと推察される。い

ずれの海域においても，サガミソコダラやネズミヒゲを主と

するソコダラ科魚類が優占的に生息する。水深 400ｍを中心

とする調査地点と 500ｍを中心とする調査地点の間の底生魚

類組成が若干異なるような傾向が認められるが，サンプル数

が十分でないこと，互いに重複している魚種も多いことなど

により，区分するには至らないであろう。水深 400ｍ地点で

はホソフジクジラとヒレタカフジクジラが混在するが，500

ｍを超える水深になるとホソフジクジラが増加するようにな

り，オキアナゴ，サンゴイワシ，トウジン，ナミトゲスミク

イウオの出現頻度は低いものの，採集された地点の個体群密

度は高い傾向がみとめられる。St.N263B5－1 の群集が，類似

度 23.4％で区分されているが，これはサンプル数が 10個体と

他に比べ極端少ないことに因る。 

 

Ⅳグループ：水深約 600ｍ以深の斜面帯の底生魚類群集 

Ｂ海域の沖縄舟状海盆底周辺海域の底生魚類組成は，15％

以上の類似度を持つ一つの群集としてクラスター化されてい

る。この海域は，平坦な舟状海盆底であり，深海軟泥底に生

息しているワダツミヒラタブンブク içîÉåá~=ÖêÉÖ~äáëが多量に

採集されている。ヘリダラの個体群密度が非常に高く，全底

生魚類個体数の約 60％を占めていた。次いでタナカセキトリ

イワシが多く，水深約 600ｍ以浅では採集されていないイラ

コアナゴが採集されている。 

 

一般に底生魚類を含む深海底メガベントスの分布は，水温，

塩分などの影響を受け，異なる海域であっても，水塊の物理・

化学的要因が近い環境であれば，深海底メガベントスの群集

構造が類似することが，また，その群集構造は水深により変

化することが知られている 14－20）。我国においても，駿河湾の

メガベントスの深度別分布と群集構造に関する研究が行われ，

その深度別分布帯（水深幅 142－200ｍの大陸棚縁辺部，水深

幅 200－400ｍの上部大陸斜面の上部斜面帯，水深幅 400－700

ｍの上部大陸斜面の中部斜面帯，水深 700－1200ｍの上部大陸

斜面の下部斜面帯）が提唱されている 16）。駿河湾では，大陸

棚が水深 2000ｍを超す駿河舟状海盆底の平坦部まで連続す

るのに対し，長崎南西方の沖縄舟状海盆北端部の平坦な海盆

底の水深は 700ｍを少し超える程度である。また，一般に舟

状海盆底周辺は平坦で多量の沈殿物が堆積した軟泥底と推察

することができる。この様な地形の変化や底質も底生魚類の

群集組成に影響しているはずであり，駿河湾の水深約 400－

700ｍの上部大陸斜面の中部斜面帯では同様な群集構造を有

するメガベントスが生息しているのに対し，長崎南西沖の底

生魚類は舟状海盆底周辺の水深約 600ｍ辺りで群集構造が変

わっているのであろう。 

駿河湾と長崎南西沖の大陸斜面における底生魚類のみにつ

いて深度別分布を比較してみると，水深 200ｍを中心とする

大陸棚縁辺部においてはヒメ，カナド，ヒメトラギスが，水

深 300～400ｍの上部大陸斜面上部斜面帯においてはトンガ

リヒゲ，ユメカサゴが，水深 500ｍ～600ｍの上部大陸斜面中

部斜面帯においてはアカギンザメ，オキアナゴ，カタダラ，

サガミソコダラ，ヘリダラが共通種である。少なくとも長崎

南西沖と駿河湾の深海底生魚類群集の深度別分布帯は類似し

ていると言っても良さそうである。 

深海底生魚類の分布は，餌生物の分布や産卵回遊などによ

り大きな影響を受けることが知られる 21－22）。更に，深海の底

質が年単位のスケールで移動し，深海メガベントスの種組成

に影響を与えるとの報告もある 23－24）。今後，これらの情報を

踏まえて研究を進展させることが必要であると思われる。 

尚，東シナ海周辺海域では初報告となるオキナメクラ，ズ
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ナガソコダラ，マルカワカジカが採集されたこと，および，

これまで日本周辺海域においてレプトセファルス幼生以外に

採集記録がない 8）カワリアナゴの若魚が採集されたことは生

物地理学的観点からも貴重であろう。 
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Table 1. Collection data of the 3m ORE type beam trawl by the T/S Nagasaki－Maru. 
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Table 2. Species List Table 2. （continued 1.） 
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Table 2. （continued 2.） Table 2. （continued 3.） 
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Table 3－1. Fish inventory of St.N211B5－1 

(502－514m, Area Covered：7281.8㎡) 

Table 3－2. Fish inventory of St.N211B5－2 

(507－512m, Area Covered：7411.8㎡) 

Table 3－3. Fish inventory of St.N211B5－3 

(507－515m, Area Covered：7270.8㎡) 

Table 3－4. Fish inventory of St.N211B5－4 

(502－508m, Area Covered：6532.0㎡) 

Table 3－5. Fish inventory of St.N218B5－1 

(482－489m, Area Covered：10084.6㎡) 

Table 3－6. Fish inventory of St.N218B5－2 

(487－489m, Area Covered：7234.6㎡) 

Table 3－7. Fish inventory of St.N218B5－3 

(487－492m, Area Covered：8274.4㎡) 

Table 3－8. Fish inventory of St.N218B5－4 

(469－489m, Area Covered：7548.8㎡) 

Table 3－9. Fish inventory of St.N226B5－1 

(467－473m, Area Covered：8370.9㎡) 

Table 3－10. Fish inventory of St.N226B5－2 

(478－482m, Area Covered：6288.3㎡) 
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Table 3－11. Fish inventory of St.N226B5－3 

(472－475m, Area Covered：5672.8㎡) 

Table 3－12. Fish inventory of St.N226B5－4 

(465－475m, Area Covered：6842.6㎡) 

Table 3－13. Fish inventory of St.N228B4－1 

(400－407m, Area Covered：6416.5㎡) 

Table 3－14. Fish inventory of St.N228B5－1 

(476－478m, Area Covered：7616.5㎡) 

Table 3－15. Fish inventory of St.N229B4－1 

(414－419m, Area Covered：8723.1㎡) 

Table 3－16. Fish inventory of St.N230B5－1 

(474－480m, Area Covered：7353.2㎡) 

Table 3－17. Fish inventory of St.N230B5－2 

(484－485m, Area Covered：7407.2㎡) 

Table 3－18. Fish inventory of St.N230B5－3 

(480－483m, Area Covered：8086.4㎡) 

Table 3－19. Fish inventory of St.N230B4－1 

(377－378m, Area Covered：6629.5㎡) 

Table 3－20. Fish inventory of St.N230B5－4 

(475－478m, Area Covered：7063.8㎡) 
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Table 3－21. Fish inventory of St.N233B4－1 

(407－413m, Area Covered：6100.7㎡) 

Table 3－22. Fish inventory of St.N237B4－1 

(406－428m, Area Covered：6900.5㎡) 

Table 3－23. Fish inventory of St.N237B5－1 

(482－484m, Area Covered：8293.1㎡) 

Table 3－24. Fish inventory of St.N237B2－1 

(165－180m, Area Covered：7781.8㎡) 

Table 3－25. Fish inventory of St.N237D4－1 

(352－357m, Area Covered：8558.9㎡) 

Table 3－26. Fish inventory of St.N237D4－2 

(432－470m, Area Covered：10277.5㎡) 

Table 3－27. Fish inventory of St.N237D5－1 

(499－506m, Area Covered：8039.0㎡) 

Table 3－28. Fish inventory of St.N237A2－1 

(200－202m, Area Covered：7909.8㎡) 

Table 3－29. Fish inventory of St.N243B4－1 

(402－409m, Area Covered：7101.2㎡) 
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Table 3－30. Fish inventory of St.N243B5－1 

(487－494m, Area Covered：8353.4㎡) 

Table 3－31. Fish inventory of St.N243D2－1 

(155－157m, Area Covered：9781.0㎡) 

Table 3－32. Fish inventory of St.N243D3－1 

(299－304m, Area Covered：8261.5㎡) 

Table 3－33. Fish inventory of St.N243D3－2 

(342－357m, Area Covered：8676.0㎡) 

Table 3－34. Fish inventory of St.N243D5－1 

(462－466m, Area Covered：6717.5㎡) 

Table 3－35. Fish inventory of St.N243B3－1 

(294－298m, Area Covered：7128.6㎡) 

Table 3－36. Fish inventory of St.N251B5－1 

(482－489m, Area Covered：8915.2㎡) 

Table 3－37. Fish inventory of St.N251D3－1 

(302－320m, Area Covered：8686.6㎡) 

Table 3－38. Fish inventory of St.N251D5－1 

(524－534m, Area Covered：7488.1㎡) 
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Table 3－39. Fish inventory of St.N251D5－2 

(441－461m, Area Covered：8130.9㎡) 

Table 3－40. Fish inventory of St.N251D4－1 

(373－374m, Area Covered：8271.6㎡) 

Table 3－41. Fish inventory of St.N251B4－1 

(420－427m, Area Covered：7516.2㎡) 

Table 3－42. Fish inventory of St.N254B4－1 

(383－403m, Area Covered：8057.0㎡) 

Table 3－43. Fish inventory of St.N254B5－1 

(498－503m, Area Covered：7706.8㎡) 

Table 3－44. Fish inventory of St.N254B3－1 

(286－290m, Area Covered：8314.0㎡) 

Table 3－45. Fish inventory of St.N254Ｂ3－2 

(280－288m, Area Covered：7706.4㎡) 

Table 3－46. Fish inventory of St.N259Ｂ2－1 

(169－185m, Area Covered：6412.3㎡) 
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Table 3－47. Fish inventory of St.N259Ｂ4－1 

(422－429m, Area Covered：7590.5㎡) 

Table 3－48. Fish inventory of St.N259D3－1 

(238－258m, Area Covered：8442.9㎡) 

Table 3－49. Fish inventory of St.N259C4－1 

(383－386m, Area Covered：8641.8㎡) 

Table 3－50. Fish inventory of St.N263D4－1 

(436－441m, Area Covered：7221.9㎡) 

Table 3－51. Fish inventory of St.N263B5－1 

(485－487m, Area Covered：7267.6㎡) 

Table 3－52. Fish inventory of St.N263B6－1 

(596－608m, Area Covered：7371.2㎡) 

Table 3－53. Fish inventory of St.N263C5－1 

(510－511m, Area Covered：7374.3㎡) 

Table 3－54. Fish inventory of St.N263B4－1 

(419－420m, Area Covered：8955.8㎡) 

Table 3－55. Fish inventory of St.N275C4－1 

(383－392m, Area Covered：10404.5㎡) 
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Table 3－56. Fish inventory of St.N275E3－1 

(335－337m, Area Covered：7433.7㎡) 

Table 3－57. Fish inventory of St.N275E4－1 

(431－433m, Area Covered：8731.3㎡) 

Table 3－58. Fish inventory of St.N275C4－2 

(431－435m, Area Covered：8838.5㎡) 

Table 3－59. Fish inventory of St.N275B6－1 

(599－600m, Area Covered：8475.9㎡) 

Table 3－60. Fish inventory of St.N275B5－1 

(493－494m, Area Covered：7499.2㎡) 




